
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「家庭学習」というと何を思い浮かべますか。「宿題」「ドリル帳」「漢字練習」「計算練習」

「テスト勉強」「復習」「予習」でしょうか。他にはどうでしょう。 

 小学校も中学校も子供たちに家庭学習の習慣を身に付けさせようとしています。なぜ？授業

中の学習では足りないから？授業だけでは身に付かないから？下準備をしておけば授業が分

かるようになるから？自分で努力する習慣が大事だから？ 

 どれだけの時間が必要なのでしょうか。小学校は「学年×10 分」？中学校は「学年×時間」？ 

 なかなかできないのはどうして？昔は、テレビの誘惑に打ち勝って勉強することが課題でし

た。現在は、スマホなどでの SNS やネットゲームにのめり込んで心や体を病まないようにす

ることが課題になっています。ゲームには大きな魅力があり、子供たちの好奇心や興味を惹き

つけています。 

 子供たちの知的好奇心は今どこに向かっているのでしょう。未知の事象に対する興味。知り

たいと思う気持ち。知る喜び。満ち足りた生活の中で、あるいは生活することで精一杯で、知

的好奇心を働かせる余裕がないと言ったら言い過ぎでしょうか。 

 新井南小学校の教育目標の一つ、「考える子」とは「子供自身が問題意識、課題意識をもっ

て試行錯誤しながらも解決していこうとする子」です。普段から物事に関心をもち生活してほ

しいという願いであり、よりよく生きるための工夫ができるようになってほしいという願いで

す。現代は、変化の激しい社会、先々を予測することが困難な社会と言われています。子供た

ちが大人になったとき、社会の変化に気付き、どう生き抜くかを自ら考え、行動できるように

なっていてほしい。知識ばかりでなく、学んだことを生かす工夫やさらに伸ばしていこうとす

る態度が必要となります。学校は、子供たちがこうした力（資質能力）を身に付けることがで

きる授業となるように取り組んでいます。「覚える」ことだけが目標ではない授業を目指して

います。 

 話を元に戻します。「家庭学習」ではどんなことをするのでしょう。どれだけの時間が必要

なのでしょう。何のためにするのでしょう。子供たちの興味や関心が大切です。小さい頃に身

の回りのことに興味をもち遊んでみたり、不思議に思ったことを本で調べたり、本で読んだこ

とを試したり、何かに徹底して取り組んだりした経験が生きてきます。「家庭学習」を学校の

勉強に限らずに、興味をもったことに子供がとことん取り掛かることと考えたらどうでしょ

う。そうした「家庭学習」を積んだ子は、学校の勉強にも取り組めるし、休日などに時間を持

て余すことはないのではと思います。 
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 新井南小学校では、生活科と総合的な学習の時間に学んだことを外国語活動の学習と

リンクさせています。3・4 年生は南部の自然から環境の保護の大切さを感じました。5

年生は学校田での米づくりを通して食に興味を持ちました。6 年生は妙高の素晴らしさ

に気付き、人々に伝えたいと考えました。2 月 13 日（水）に 6 年生が、20 日（水）に

5 年生が杉ノ原スキー場に行き、スキーに来ている外国の人や日本の人達に積極的に話

しかけ、自分たちの思いを伝えました。多くの人達と話ができました。3・4 年生は 2 月

28 日（木）に出掛けます。 

 低学年は国立妙高青少年自然の家でクロスカントリースキーを、中・高学年は杉ノ原

スキー場でアルペンスキーを学習しました。子供たちは練習すればするほど、スキーの

腕前を上げました。どの子も尻込みせずに積極的に挑戦した成果です。子供たちはやれ

ばできる可能性と能力をしっかりと持っているのだと改めて感じました。南っ子たち

の、何事にも前向きに取り組む姿勢が、スポーツや勉強の成果につながっているのだと

思います。そうした子供たちを育て上げている南部の家庭、地域の教育力は素晴らしい

です。 

ス キ ー 学 習 

「みなみタイム」杉ノ原スキー場へ 

低学年スキー学習 低学年雪と親しむ活動 

中・高学年スキー学習 
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３月の学校行事予定 

日 曜 行事予定 

５ 火 児童朝会 卒業式練習①（2 限） 

７ 木 読み聞かせ（１～５年） 委員会（４～６年） 

８ 金 6 年生を送る会（２・３限） 全校下校 13:20 PTA 総会 13:30 学級懇談 15:00 

12 火 全校朝会 卒業式練習②（2 限） 

13 水 音楽朝会（式歌） 期末大清掃①13:35 地域児童会（5 限） 下校 15:10 

14 木 読み聞かせ（1･2 年、３～６年） 縦割り班遊び 13:15 期末大清掃②13:35 

15 金 卒業式練習③（2 限） 卒業を祝う昼食会（縦割り班で給食・セレクトメニュー） 

18 月 卒業式練習④（2 限） 期末大清掃③13:35 

19 火 音楽朝会（式歌） 給食最終日 

20 水 
終業式 卒業式練習⑤（3 限） 1･2･6 年下校 11:45  3～5 年弁当持参 

卒業式準備 3～5 年（午後） 3～5 年下校 14:30 

22 金 第 58 回卒業証書授与式  1～5 年下校 11:45 

25 月 春休み（学年末休業３/25～３/31、学年始休業４/１～４/５） 

26 火 
登校 8:30  離任式 9:00～9:30  学級指導 9:30～10:00 
教室整備 10:25～10:45  全校下校 10:50 

※４月初めの行事予定 

 ４月 ５ 日（金）入学式前日準備（新５･新６年生）詳しい日程は後日お知らせします。 

 ４月 ８ 日（月）通常通り登校 新任式 始業式 入学式 

 ４月 ９ 日（火）給食開始 地域児童会 PTA 役員会・理事会 

 

 昨年の移杖式で、６年生の西條 光さんにドラムメジャーの指揮杖が引き継がれて一

年。６年生を中心に練習を積み、運動会や南部まつり、市音楽発表会で見事な演奏を披

露してきました。 

 新ドラムメジャーには５年生の坂井水樹さんが就任しました。水樹さんが移杖式に参

加できませんでしたので、２月 22 日（金）長縄とび大会の後で、校長が光さんから預

かっていた指揮杖を水樹さんに引き継ぎました。これからの一年間、5 年生がリーダー

となって素晴らしい鼓笛隊をつくり、さらに素晴らしい演奏を披露することでしょう。

楽しみです。 

鼓笛隊移杖式 ２月１５日 



長縄大会 

 ２月 22 日（金）昼休みに児童会の健康委員会が主催して行いました。縦割り班を 2 つ

ずつ組み合わせて、４つのグループがトーナメントで跳んだ回数を競いました。１月 29

日（火）から２月 21 日（木）までの間に７回の練習時間（昼休み）を設けました。回を

重ねるごとに上手に、そして跳ぶ回数を増やしてきま 

した。降雪期の運動不足解消の取組です。 

優勝したチームは 80 回を超える回数を跳びました。

チームワークのよさと一人一人の児童の意欲が素晴ら

しかったです。改めて新井南小学校の子供たちのパワ

ーを感じました。 

校長室から  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新井南小学校 ＰＴＡだより 

 2 月 15 日（金）、午後 1 時 30 分から 2 時 15 分まで学校の窓ガラス、床、トイ

レをたくさんの保護者の方と子供たち、先生方ときれいにしました。お天気にも恵

まれ、順調に作業ができました。あるお父さんが、「徹底的にトイレをきれいにした

からね。」と胸を張っておっしゃっていました。皆様のご協力、ありがとうございま

した。 

 体育館で鼓笛隊の移杖式を参観した後、ランチルームでＰＴＡ新旧役員引継ぎ会

を行いました。旧役員からアドバイスがあったり、新役員が質問したり活発な引継

ぎが行われました。3 月 8 日（金）のＰＴＡ総会で今年度の活動を報告し、来年度

の活動の計画を提案します。その後に、学級懇談会があります。ぜひ、ご都合をつけ

てご参加ください。 

ＰＴＡ奉仕作業・新旧役員引継ぎ会 

先日、先生が「息子さん、来年から米の消費量が増える、って話していましたよ。」

とおしゃったので、どういう意味ですかと尋ねました。すると、「お姉さん、お弁当持

ちになるから、米がたくさん必要になるって。」あ～なるほどと思いました。先生は続

けて、「子供って、いろ～んなところを見ているんですよ。気にしているんですよ。偉

いですね」と。 

来年から娘が高校に進むのでいろいろと考えていた私を息子がちゃんと見ていたこ

とに驚きました。子供たちって、本当に親のことをよく見ているし、考えているんだと

知りました。こんなちょっとしたことまで教えてくださった先生に感謝です。そして、

子供たちにももう少し感謝しなければと思いました。（保護者 I より） 

南 部 の 声 

学 校 の F A X 番 号：０２５５－７５－２５０５ 
学校のメールアドレス：araimi@ac.city.myoko.niigata.jp 

ちょっとしたエピ

ソードをお待ちし

ています。 


